
日 本産プルボケーテ属 (1)
山岸高旺制

T. YAMAGISHI: Genus Bulbuc加沼化 in Japan (1) 

ブルボケーテ属 (Bulbochaete)には，今までに|仕界各地から約 70種が記

載されているが，乙の属の藻類は多くの場合，湖沼，池，水田等の静水中lこ

生えている水草や大型の藻類とか，水辺l乙沈んでいる木の校，榛坑，ljj;、礁な

どに附着して生育しているのが普通であって，河川等の流水中lζ生育する種

や全く浮雌性の穫は知られていない。

乙の属で，従来，日本産として知られているのは

1. Bulbochaete brebissonii K凹 ZING(北千島パラムシロ島担ぺ奈良県介野削).

2. B. insignis PRINGSHEIM (埼玉県武蔵嵐山ペ本州中部門.

3. B. nana WIτ寸ROCK(埼玉県長瀞*6).

4. B.ρ'Ygmaea PRINGSHEIM (埼玉県長瀞*6).

の4種引であるが，筆者が国内各地から採集した淡水様類標本の中から得ら

ネl. 東京教育大学理学部植物学教室 BotanicalInstitute， Faculty of Science， Tokyo 
Kyoiku University (Tokyo University of Education)， Tokyo， Japan. 

キ2. 岡田 (1936):植研 12:358. 

キ3. 岡田 (1939):日本隠花植物図鑑 109.

*4. 渡辺 (1952):奈良綜合文化調査報告書 198.

*5. 岡田 (1936):植研 12:682 

*6. 山岸 (1960):秩父科博報告 no.10: 43. 

ネ7. Bulbochaete nipψonica SAIDAについて……斎国民はこの種を新種として記載さ

れたものであると思われるが，斎田:内外普通植物誌下等植物篇， p. 90 (1910) t::， 

「プルポケーテ属中，本邦IC普通なるものは次の 1種にして量産雄異株なり」とし，

Bulbochaete nilψomcaの「植物体は黄緑色にして，叉状lζ分岐し，細胞は幅より

長しその上部は下部より広く，毛状突起は無色にして甚長く，其脚部は膨大し，

卵援は少しく扇き球形をなし，其下の細胞は常Iζ無色なり。雄器，即ち雄性の植物

は2細胞より成りて卵器IC附着するJと記し，更に斎田・佐藤:最新図説内外植物

誌 p.1752 (1916， 1934)には，乙の種の相当tc詳細な図 (f.2632倍率，大きさは記

入してない)が示されている。(東:日本藻類名集， p. 301 (1916)の記録は前記斎田

(1910) IC依るものである)しかしながら， これら 1910年，及び 1916年ICなされて

いる記載，及び図だけでは，潔体の大きささえも不明であるし，乙の属の新額とし

ての記載には板めて不完全であって，残念ながら類似種との区別も全くできないと

考えられるので，乙乙では日本産の種から除外した。
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2 灘類第12巻 鎗1号 昭 和39年4月

れた数種について観察した事項を報告する。

1. Bulbochaete brebissonii KUTZING in Tab. Phycol. 4: 19， pl. 86， f. B 

(1854); HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 323， pl. 51， f. 330， a-b (1900); 

TIFFANY Oedog. Monog. 33， pl. 1， f. 7 (1930); OKADA in Journ. Jap. 

Bot. 7: 358， f. 7-8 (1936). 

雌雄異株，媛雄体性 (nannandrous)，同株雄性胞子性 (gynandrosporous)。

糸状体細胞は (12-)17-20 x 50-90μ。生卵器支持細胞 (suffultorycell)は基部

(basal， infImus)で分裂し，生卵器を端生 (erect)する。生卵器は側枝先端部の

刺毛 (seta)，又は雄性胞子護の直下IC.形成され，ほぽ鳳球形(先端に雄性胞子

裂のないものでは擬宝珠形を呈する)， 42-50x37-45μ。卵胞子もほぼ肩球形

40-48 X 35-43 110 卵胞子膜外層は淡黄色，径約2μ位の細孔模様がある。雄

性胞子嚢 (androsporangium)は生卵器の上部 (epigenus)，又は別の側枝細胞

の先端など (scattered)に1-3個生ずる， 11-15x12-18μ。媛雄体は生卵器の

上l乙 (epigenus)，稀には生卵器支持細胞の上に (hypogenus)着き，柄細胞

(stipe)は僅かに湾出lし， 10-12 x 28-33 110造精器は内生的 (interior)に生じ，

1個，柄細胞より長い， 8-lOx 10-12110 

採集地:長野(白駒池制ー1963，VIII， no. 6754門

乙の種は，Bulbochaete woronichin TIFFANY (=B. brebissonii v町 .mznor 

WORONICHIN)， B.furverae COLLINS毎;に極めてよく似ているが，それらに比

して乙の種の藻体，生卵器等が大きい点で区別されている。又，B.furverae 

の生卵器は通常側生 (patent)する点で区別できる。筆者の得た材料は前記各

氏の記載に比し，糸状体細胞が細長いものが見られたが，生卵器，卵胞子，

媛雄体等は各記載とよく一致した。

2. Bulbochaete nana Wr百'ROCKin Bot. Not.1872 (1) : 7， pl. 1， f. 9 (1872); 

in nova Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. 9: 50は874);HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fenn. 27: 349， pl. 57， f. 362 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 30， pl. 9， f. 

76 (1930). 

雌雄同株 (monoecious)，大型精子休性 (macrandrous)。糸状体細胞は

10-16 X 10-22μ。生卵器支持細胞は上位部 (superior)で分裂し，生卵器を側

*1. 乙の標本は神奈川県茅ケ崎中学校斎藤俊一民が採集され，筆者11:与えられたもので

ある。乙乙 11:記して感謝の意を表する。

本2. 採集年月と筆者の標本番号，以下各種についても同じ。
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山岸: 日本産プルボケーテ属 (1) 3 

生 (patent)する。生卵器は側枝先端の刺毛や雄性胞子嚢の直下に，又は側校

の途中に形成され，楕円形， 20ー25x 33-40μ。卵胞子も楕円形， 18-23x30-

38μ。卵胞子脱外層は黄褐色， 卵胞子の縦軸l乙沿って細かく膏曲した 10-13

本の竜骨突起がある。造精器は 7-9x5-9μ，多くは生卵器の近辺IC生じ (suh.

epigenus)，側枝細胞の先に端生 (erect)するが，稀l乙は側生 (patent)する。

採集地:埼玉(長瀞-1956，XI， no. 778， 791;野坂-1957，XII， no. 1870); 

和歌山(粉河一1959，VI， no. 4250). 

この属の大部分の種は媛雄体性で，大型精子体性のものは数種知られて

いるだけである。それら大型精子体性の種の中で，乙の種は，生卵器や卵胞

子等の形質が Bulbochaetemonile WITTROCK and LUNDELL I乙極めてよく似

ている。しかし， TIFFANY (1930， 1. c.)によれば，糸状体細胞の形で両者は明瞭

!こ区別できるとされている。即ち，B. nanaの糸状体細胞 (10-16x 10-22μ) 

では幅よりもその長径の方が著しく長く ，B. monileの糸状体細胞(1l-16x

10-16μ)ではl隔と長径とがほぼ同じか，長径のブiが短かくて，両者の糸状休

細胞の形lこははっきりした差がみられる υ

筆者は，この種を上記の各地から採集したが，いずれも Cんdoplwraや

大型の Oιdogoniumの務体上l乙着生していたものである。

3. Bulbochaete llordstedtii・WITIROCKin Nova Acta Reg. Soc. Sci. 

Upsal. 9: 44 (1874); HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 332， pl. 53， f. 

339 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 37， pl. 2， f. 17 (1930). 

雌雄異株，幾雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 14-18X 28-85/10 

生卵器支持細胞は中上位部，時lζ上位部で分裂し，生卵器怯側生する。生卵

器は雄性胞子磁の直下に，稀l乙側枝先端の刺毛の直下lこ，形成され，ほぽ扇

球形， 36-43 x 29-36 1I。卵胞子もほぼ扇球形， 34-41 x27-34μ。卵胞子)j史外

層はj炎武褐色，制n孔校様あり。雄性)]包子誕は l個，生卵器のめ:上に生ずる，

lO-12x9-12μ。媛雄休は生卵器の上に着き，納.細胞は多少青山する， 9-19x 

23-25μ。造精器は内生的lこ生じ， 1個， 6-8x8-10μ。

採集地:j与玉(長瀞-1957，VI， no. 1444); 和歌山(粉河-1959，VI， no. 

4250)。日本新産。

乙の種は Bulbochaeteintermedia DE BARY， B. intermedia var. depressa 

Wn寸ROCK，B. subintermedia ELFVING等の穏に近いが，この種の生卵法支

持細胞が，ほぼ上位部で分裂する点で，それらの類似穫とは異なるし，さら
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4 藻類第12巻 第1号昭和39年4月

l乙，生卵器や卵胞子も小型である。 HIRN，TIFFANY等の上記の記載による

と，乙の種の生卵器支持細胞は上位 (superior)，時には中上位 (supramedian)，

で分裂するとしてあるが，両氏の記載図はいずれも上位部よりはむしろ中上

位部と判断されるものが示されている o WITI'ROCKの原記載には図は示さ

れていない。

4. Bulbochaete tenuis (Wn寸Rα二K)HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 368， 

pl. 63， f. 388 (1900); TIFFANY Oedog. Monog. 43， pl. 7， f. 59 (1930). Syn. 

Bulbochaete rectangularis var. tenuis WITTROCK in Nova Acta Reg. 

Soc. Sci. Upsal. 9 : 56 (1874). 

雌雄異株，媛雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 13-16(-18)X 20-40 

μ。生卵器支持細胞は上位部で分裂し，生卵器を側生，又は端生する。生卵

器は側枝先端部の刺毛や雄性胞子袋の直下l乙形成され，細長い楕円形， 22-26 

x42-48μ。卵胞子も細長い楕円形， 20-24 x 40-46μ。卵胞子脱外周は淡黄

色，卵胞子の縦軸に沿って 11-15本の竜骨突起があって，更にそれには細か

い鋸歯状の模様がある。雄性胞子嚢は生!J!J器や側校の先端lζ生ずる， 10-12x 

13-19μ。媛雄休は生卵器や支持細胞の上に着く，柄細胞は 12-14X 18-24μ。

造精器は外生的 (exterior)に1-3個生ずる， 7-9x6-7μ。

採築地:高知(凶分-1959，IV， no. 3756); 島根(簸川ト1959，IV， no. 

3879)。日本新産。

上記二地方ともに，湧泉中l乙生育していたイネ科植物の茎lζ附着してい

たものである。

5. Bulbochaete varians WITTRI町 Kin Ofv. Kongl. Vet.-Akad. Forhandl. 

1870(3):143(1870);一innova Acta Reg. Soc. Sci. Upsal. 9: 53 (1874); 

HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 357， pl. 59， f. 373 (1900); TIFFANY 

Oedog. Monog. 45， pl. 6. f. 48 (1930). 

雌雄異株，媛雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は 17-22x 22-33μ。

生卵器支持細胞は上位部で分裂し，生卵器を側生，又は端生する。生卵器は

側枝先端部の京IJ毛の直下や雄性胞子裂の直下に形成され，広楕円形， 30-36x 

44-54μ。卵胞子も広楕円形， 28-34 X 42-52μ。卵胞子膜外層は淡黄褐色，卵

胞子の縦i!qijI乙沿って 9-12本の竜骨突起があって，更にそれには鋸掬状の細か

い模様がある。雄性胞子嚢は生卵器の直上や側校の先端lζ生じ， 14-17x14-

18μ。媛雄休は，生卵器の上や支持細胞上l乙着き，柄細胞は 14-16x24-27μ。
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山岸: 日本産プルポケーテ属 (1) 

札

Plate 1. (B scale for figures 1， 7 and 13.) 

Figs. 1-6. Blllbochaete breb加 onii(a...immature oogonia). 

Figs. 7-10. B. tenllis (9， 10 nannandria). 

Figs. 11-13. B. nana. 
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6 藻類第12巻策1号昭和39年4月

A L- 100'μ 

B ..... 50ν 

Plate 2. (B scale for五gures3 and 4，) 

Figs. 1-3. Bulbochaetl' llOrdstedtii， 

Figs. 4-8. B， varians (4， 5 nannandria)， 
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山岸: 日本産プルポケーテ属 (1) 7 

造精器は外生的l乙生じ， 1-3個， 8-10x6-7μ。

採集地:千葉(茂原-1957，VI， no. 2082);埼玉(野坂一1959，IV， no. 4923) ; 

宮崎(土土呂-1960，IV， no. 5388); 福井(水越-1962，III， no. 

5934)。日本新産。

乙の穫の生卵器支持細胞の分裂の部位については，前記 Wr廿 ROCK，

HIRN， TIFFANY等の記載には記されていないが，併記されている閃から見る

と明らかに上位部である。また，生卵器の生ずる位置については側枝先端部

の刺毛の直下，又は雄性胞子嚢の直下l乙生ずるとしてある。しかし，筆者が

得た材料中には，乙のほかに糸状体の途中に，通常の栄養細胞にはさまれた

枕置 に 形成されているものも見られた。 P悶庄町T(Alg. W. Great Lak. 

Area， 155， pl. 28， f. 7-9， 1961)もとの様な生卵器を図示している。

Resume 

5 Rpecies of BlIlbochaete collecterl from the different localities in .Tapan are reported. 

In these species， Bulbochaete nordstedtii WITTROCK， U. t円 1111・-、 (Wn寸 ROCK)HIRN， 

R. 7'ari・an・写 WITTROCK are new record to .Tapan. 

〔附記) Oedogoniaceae 11:は OedogoniulIl， Bulbochaete，及び Oedodadilllllの3属が含

まれているが，これらの属11:入る藻類はいずれも特異な生殖形質をもっていて，その生殖

形質を表わすのために種々の術語が用いられている。それらの術語について，一部は岡

村:藻類系統学， 140-146 (1930)，山田・木村・本悶:植物分類学，上巻， 113-116 (1935)， 

広瀬:藻類学総説， 465-468 (1959)，岡田 (1936，1939， l. c.) :等11:邦語訳が用いられている。

しかしながら，種の分類の標徴とされている細かい形質を表わす術語については，まだ訳

語のないものが多いので，それらについて筆者は先に報告した日本産サヤミドロ属(藻類，

10: 1-8， 39-45， 1962， 11: 17-23， 1963)，及び本報告の中では分類上の標徴とされている種

々の形質を表わすために，次の様な訳語を当てて用いた。

1. 糸状体細胞の形質……頂帽 (apicalcap)，刺毛 (seta)， 糸状体の基部細胞 (basal

cel1)。基部細胞をその形によって円筒形(elongate)と半球形(subspherical)。

2. 生殖法・・・雌雄同株 (monoecious)，雌雄奥株 (dioecious)。大型精子体性 (macr-

androus)，幾雄体性(nannandrous)。媛雄体性で雄性胞子獲が生卵器と同株11:生ずるもの

を同株雄性胞子性 (gynandrosporous)，別株11:生ずるものを異株雄性胞子性 (idioandro・

sporous)。遊走子褒(zoosporangium)と遊走子 (zoospore)。

3. 雄性生殖務官…・・・雄性胞子褒(androsporangium)，雄性胞子 (androspore)。幾雄

体 (dwarfmale， nannandrium)，媛雄体の柄細胞(basacell， stipe， holdfast cell)。媛雄体の

附着する部位を，生卵録上11:着く (epigenus)，生卵器の支持細胞上11:着く (hypogenus)。

造精穣(an出eridium)，大型精子体性の穫の造精擦の形成場所によって，造精穏が生卵擦の

上部11:形成される (epigenus)，生卵擦の下部(hypogenus)，散在する (scattered)。造精器の
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8 藻類第12巻 第1号問和 39年4月

形成法を内生的 (internal，interior)と外生的 (external，exterior)。造精様内1<::2個の精子

(antherozoid)を生ずるが，その時の分裂商の方向によって，分裂は水平 (horizontal)と垂

直 (vertical)。

4. 雌性生殖器官・…・・生卵器(oogonium)，卵胞子 (oospore)，生卵犠支持細胞 (su妊ul.

tory cell)o Rulbochaete属では生卵様支持細胞は上下の 2伺1<::分裂し，更に上部支持細胞

(lIpper sllffultory cell)から生卵様が形成される。 Bulbochaete属の生卵探や造精機が母細

胞の分裂によって形成される時，分裂商が細胞の長紬lζ水平である場合，端生 (erect，erect 

oogonium， erect antheridium)，分裂面が長軸に斜1<::傾き， したがって生卵穏や造精望書は

母細胞の斜上方lζ形成される場合(乙の場合は上部生卵務支持細胞はほぼ 5角形になる。

前者では 4角形)，組IJ生 (patent)。生卵様の関口法を，円口 (pore，poriferous)と裂関 (lid，

split， operculate)。生卵器の関口の部位と，Bulbochaete属の生卵器支持細胞の分裂の部

位を，頂端 (supreme)，上位 (superior)，中上位 (supramedian)，中位 (median)，中下位

(inframedian)，下位 (inferior)，基部(basal，infimus)。

A1iJ1tostroma ttllchru1n F ARLOW における

葉状体の初期発生について

吉田啓正本

K. YOSHIDAキ Onthe development of the sporelings 

。fMomostroma pulchrum F ARLOW 

はじめに

Monostroma μlchrum FARLOWヒ夕、、ヒトエグサの生活史については

1938 I，f Y. Y AMADA & E. SAI叩りが報合し，禁状休から tlJた激定子は1!!Hlj，的

lこ発生して cystを作り， cyst からは再び1!l~性の滋走子が放出されることを

確かめている。また両氏は cystから放出された滋走子の発生については分

裂して 2細胞になったととを確かめているが，その後の幼芽体の発展につい

ては観察しなかったと報じている。なお， Y. YAMADA & M. TATEWAKI 

(1959)幻は再び同種の培養実験を行ない， J..記と同じ結果を得たととを報告し

ている。 J.TOKIDA (1954)')は北海道各地および南部樺太産 Monostromaの

* 神戸市立須磨水族館 Suma Aquarium of Kobe City 
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